
2020年から国が取り組み始めた「GIGAスクール構想」は、一人一台の

タブレット端末と通信ネットワークを活用することで多様な子どもたち

一人一人にとって最適な学びと協働的な学びを実現し、教育の質を高め

ようとする構想です。本校ではタブレットを次のように活用しています。

上板町の５校では、ICT支援員さん

が、１校あたり月２回来校しICT活用

のためのサポートを行ってくださいます。右の写真は、支援員さんが、図工

の時間に子どもたちにタブレットの操作の仕方を教えてくださっている場面

です。授業のサポートの他にもホームページの改善や教員へのアドバイスな

ど幅広くサポートいただいています。ICTを効果的に活用していくには、教

員もまだまだ学ぶべきことがたくさんあります。子どもたちが自ら学びたい

と思うような授業づくりを今後も進めていきます。

２月中旬に学校評価アンケートを予定しています。本校教育活動について

保護者、学校評議員の方々に評価していただき、来年度の改善に生かして

いくためのものです。どうかご協力をよろしくお願いいたします。

・学習コンテンツが多く、学ぶ楽しさを味わえる

・主体的な学習、協同的な学習のツールとなる

・視覚的、聴覚的に情報を得やすい
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～ICTを活用した学習～

【理科の学習】

実験の結果や考察についてタブレ

ットを使ってまとめました。

【社会の学習】

「昔のくらしについて」のサイトを視

聴し、自分の方法でまとめています。

【図工の学習】

作品を見て感じたことをまとめ、ネット

ワークを介して先生に提出しました。

【リモート学習の様子】

欠席している児童がオンラインでつながり、

授業に参加しています。（手前のタブレット）

【リモート学習の様子】

学習の状況はカメラを通して先

生が確認できます。

タブレットを使用するメリット

【6年生が1年生に操作を教える様子】
初めてタブレットに触れる1年生に,6年生が優しく操作の
仕方を教えています。パスワードの入力が難しそうでした。

ICT支援員さんによるサポート

GIGAスクール構想




